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効率よく教室内を冷やすには？ 
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要旨 

本研究では、多くの窓がある空間の模型を用いて、空間内の冷気の流れを調べた。 

 

問題提起・研究目的 

私たちが所属している3年1組は45人の生徒がいるために、夏場は冷房をつけていたとしても,教室が

涼しくならない。 

そこで、空間を早く冷やす方法を見つけることを目的とした。 

 

仮説 

窓をいくつか開けたほうがB値の上がりが大きくなり、空間内を効率よく冷やすことができるのではない

か。 

 

研究方法 

発泡スチロールに穴を開けて,その窓からコールドスプレーを用いて冷気を入れた。空間内での冷気

の広がり方をサーモグラフィーで撮影する。それをOPENCVを用いて解析して0.03秒ごとのRGB値を出し

た。 

 

 
上図のようなセットアップを行った。 
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結果 

①教室のモデルの窓をすべて開ける。 

 
 

③冷気を入れる通気口の下の窓を開ける 

 

②教室のモデルの窓をすべて閉じる。 

 
 

④ ③に加えてモデルの対角の窓を開ける 

 

・B値の増加量、増加速度ともに結果１が大きい 

 

結果 

・２〜５は若干の差があったが顕著な有意差はない 

・10秒地点まではそれぞれのパターンでｂ値の差があった。 

・ただ、１０秒を超えると差が見られなくなった。 

 

考察 

・モデルの規模が小さく冷気がすぐにモデル内を循環してしまいB値の上昇の仕方に有意差を見出しづ

らかったのではないか。 

・10秒を超えると空間内が冷気で満たされ、差が見られなくなったと思われる。 
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